
CoEobusの大臼歯について

佐伯 政友 (東北大 ･歯)

Cotob〟sbadius,CotobzLSVmLSおよび CoEobuspotJko･

mosの大日t如こおける過剰形成物を現在まで調査してき

たMaloEaのそれらと比較し,つぎの如き結論を得たo

1) nu主杭の上顎大臼歯の舌側歯群の本来の形は,近

心舌側攻城の舌側面を近心隅角部から舌側掛こかけて走

る｡ しかし.その経過中遠心,すなわち舌側溝から近

心にかけて徐々にその姿を失う.Colobu∫の舌側歯帯は

l̂acocGlu∫Eata/u∫CataにおいてみられたSemi-cingu･

lum rCStの如く近心舌側攻頭の舌側面の1/2なこえる

郡の状はlこまで連することなく,それぞれの大臼歯の近

心PiWllf糾こおいて pitの状態にとどまるにすぎない｡

2) 上TJll大臼歯の舌側満の付近に舌側歯抑こ由来す

る175･仙川川溝捌結節 (medianlingualaccessorygr∞ve

cusl))が t̂LZEaCafTZLS,MacacafzL∫CatafzL∫CCLaおよび

JIlaEaELZ/u∫rLZLaJaku2-の各大臼歯にそれぞれ頻皮差が

あるにしても山塊する.この形成物はColobzLSbadz'u∫約
1大日的 (88例中1例)に1.140/0,LEdE2大臼歯 (88例

LI'5例)5.68C/0,約3大白歯 (82例中4例)4.880/0, ＼
Cotobu∫vmL∫においてはその節1大臼歯 (39例中1例)

に2.560/.みられたにすぎず,一方約2大臼歯 (36例),

耶3火口的 (36例)にこの概の形成物はみられなかっ
た｡また,CoLobusJ,olykomo∫の約1(80例),節2(79

例)およびtAJ!3大臼歯 (73例)においてもかかる形成物
むみいだすことができなかった｡

CotobLL∫の上諏大日脚1,一般に舌側歯帯の発達は舌
伸Hir)UtihM紙師の出現状況からも弱いということができ

る｡

3) 上TJrl打,r3大日船の遠心辺縁部にあらわれる遠心iaLl

唆朗 (disILllllCCeSSOryCusp)は CoZobu∫AotJkomo∫の74

例にみられず.ただ ColobzLSbadizLS(82例中4例)に

4.880/0,CoLobu∫vETu∫(36例中2例)に5.560/Oの頻度･L}

山呪したにすぎない｡しかし,この両者の状態はMacaca

JzL∫EOLa/u∫EOLa(19例中4例)21.10/OやMacacafuscata

JakuJ'(30例小14例)46.70/Oにおよはないにしても,

MaEaEaETyS(181例小9例)の5.00/Oに近い.

4) CotobLJ∫の下gl約3大臼歯は,Macacaと同じく5

唆DTlからなっているので約6校頭 (6thcusp)はこの歯

にあらわれやすい.しかし,本来4唆頭性-(･あるMacaca

の約1･yF2大日齢こおいても,時としてこの副攻頭が

山呪する｡今回調査した3種班の CoZobzLSにおいてはこ

の棚の臼暇 弧主節3大臼歯にのみあらわれ,そのうちも

っともF:占狐庇にあらわれたのは,ColobzLSUeTZLS(38例中

26例)の68.420/Oであり,他は CoEobusbadz'u∫(84例中

4例)4.760/Q,Colobu∫PolJkomos(72例中4例)5.560/a

であった｡ColobzLSUeTZL∫での出現率は MacacaiTu∫

(59.190/o),MacacacJclopl'∫(65.00/o),MacacaJu∫Eata

fu∫CaLa(88.20/o)および MacacaJuscaLaJakzLi(96.0

0/o)などに近い値をしめしている｡他の二者の CoEobzL∫

はともに出現率は低く,かつ両者間では全く有意差がな

い.そして,この頃頭の出現に関する限りCoLobzL∫VmL∫

は他の両者の Colobusと著明な種差をしめしている｡

5) 下顎大臼歯の近･遠心･舌側嘆疏間に出現する約

7校頭(7thcusp)はColobusの場合にはほとんどみられ

ず,ただCoZobusbadizL∫の節1大臼歯 (92例中1例)に

1.09%みられたにすぎない｡そしてその形状は痕跡的に

近い状態であった｡ ′

以上の所見から Colobu∫VCrusの下gl約3大臼歯にお
ける約6唆頭の出現を除けば,上諏大臼歯の舌OtLl中間肺

｡tutl結節,上顎妨3大臼歯の遠心副吸乳 下顎大臼歯の折

6校頭および的7噴流の出現は MacacaiTu∫,Macaca

cJcLoAis,MaEaCaJu∫catafuscata,Macaca Ju∫cata

Jak〟Z-に比してひくい｡そして Colobu∫vETu∫の下孫第

3大白歯の第6校頭の出現煉向には,他の2租のColobus

との問に著しい種差がみられる.

頭骨に付着する頂部背筋群の形態学的研

究- おもにマカク属を中心として

本間 敏彦 (順天堂大･医)

昭和45年度,46年度共同利用研究で筋の起女郎取 付-茄･

部を観察してきたが,今回は筋の神経支配なみてみた｡

特にM.rhomboideus頭部,M.serratusanterior疏肌

M.atlantoscapularis等の筋は ヒトにはみられないが,

それに相同なる部分があるのか,あるとしたらどの部分

か,を知るうえに神経支配を知る〕抑ま韮更なる手がかり

となる｡

M.rhomboideusの頭部にはC3からの枝がM.atlan･

toscapu!arisposteriorに枝をだしたのち C4からの小枝

と合わさったのちに分布していた.M･rhomboideus疏
胸部にはCl･CS･C6からの枝(肩甲背神経)がM･serratus

anterior琉部に枝をだしたのちに分布していた｡M･ser･

ratusanterior胸部にはC6･C7の枝 (艮舶神経)がいっ

ていた｡

新しい染色法による霊長頼染色体の比較

研究

平井 首樹 (充大･理)1)

染色体分染法により,ヒトとチソバソジーの染色体の

I)現在の所属:放射線医学総合研究所
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